
● ６月 23日（土） 晴 宮城県（岩沼市、名取市、仙台市、多賀城市、七ヶ浜町、塩竃市、東松島市） 

 

・５時起床。空は青空、快く晴れているが気温 17℃、

寒いので日向で日記を書く。 

・８時過ぎに道の駅「村田」を後にして岩沼市へ向かっ

た。今日は土曜日のため岩沼市役所はお休み。職員は 

居ない。ガードマンの方に写真メッセージを託して 

「市役所の方々に頑張ってとお伝えください」と。 

・市役所の前ではこれから後片付けに向うボランティ

ア？の皆さんがミーティングを行っていた。 

 

・市役所を出て海岸へ向かった。海岸の松林もなぎ倒され、津波で流されて何もない原っぱの真ん中に

ポツンと立派な病院が現れた。当時報道でも取り上げられた「南浜中央病院」だ。 

 

一階が津波で洗われ二階以上に避難し、屋上に 

「ＳＯＳ」「300 人」などと肥料の石灰で書いて  

救助を仰いだのが有名な病院だ。幸い入院患者や 

ほとんどの方が無事救助されている。現在は津波被

害の面影がほとんどないほど修復され、今年の４月

から一部再開し今では平常の病院業務を行っている 

ようだ。 

・ここへ来るまで病院職員と大勢のボランティアが

活躍したことが記録されている。 

よくここまで復旧出来たものだと嬉しくなった。 

ボランティアの朝のミーティング 

津波直後の南浜中央病院（ネットより） 

すっかり復旧した現在の南浜中央病院 



・海岸線を名取方面へ向かった。名取と言えば仙台空港だ。震災直後に津波が空港をはじめビニール  

ハウスをなぎ倒しながら広い田畑を飲み込んでゆく情景をリアルタイムでヘリコプターから映している

映像をテレビにかじりついて見ていたことが記憶にあたらしい。 

     

・今も草原化、湿原化したままの荒野の中に仙台空港が開港していた。周りはまだ瓦礫が積み上げられ、

柱だけでかろうじて建っている一軒家など惨状が生々しく残っている。ところがもうここに畑を作って

いるではないか。災害にくじけず頑張っている人がいる証しだ、頑張ってください！ 

・空港のそばになぜか神社の祠が慄然と建っている。神様が津波の襲来を踏ん張って見守っていたのだ

ろうか。惨状をカメラに収めてから仙台市へ向かった。途中名取市役所にお見舞いに寄ったら、当直の

今野さんが対応してくれ、大変喜んで下さった。 

嬉しいことに 畑が見える！ 

荒野に復興した仙台空港 



・仙台市では伊勢原消防署が被災直後の応援に出かけて大変お世話になった「泉消防署」を訪問した。 

署員は外で訓練中だったが、鈴木さんが応対してくれた。伊勢原市との縁や津波後の後片付けの苦労話

などをお聞きした。鈴木さんのお宅も津波で流されたそうで、現在仮設住宅にすんで居られるとか。 

まだまだ震災の後遺症がいたるところに残っている。写真メッセージをお渡しして消防署を後にした。 

 

・旧友Ｎさんの家は消防署と同じ泉区にあり、ちょ

うど１２時の昼時に着いた。以前にもお邪魔したこ

とがあり、お宅の周りもあまり変わっていないので

すぐわかった。久しぶりの再会。奥様手作りのお料

理をいただきながら、震災の話やら山の話やらいろ

いろな話で瞬く間に時間が経過した。お宅は海岸か

ら遠く離れているので津波の被害はなかったし、地

震による建物の被害は無かったが、ピアノがずれた

り、食器が飛び出したり大変だったようだ。最大の

被害はライフラインが止まってしまい、しばらくお風呂が使えなかったことだそうだ。今日はこれから

まだ被災地めぐりがあるので、２時過ぎにＮさんご夫妻に別れを告げて多賀城市へ向かった。 

 

・多賀城市役所で写真メッセージを差し上げた後、津波被害の大きかった七ヶ浜へ行った。 

ここもすごい！ 流されて何もない。立派な玄関とか大きな家だったのだろうと思わせる家の土台だけ

が残り、塀の内側にはきれいにしていた庭に植えていたと思われる植物が繁茂し花も咲かせている。 

 奥の高台に何事も無かったように建っている津波を免れた家並みとの対照がなんとも切ない。 

 

 

 



海水浴場だったと思われる砂浜の海岸に、サーフ

ボードを持った若者が二人、ここにも「奇跡の一

本松」が残っていてなんとなくもの寂しい。 

 

七ヶ浜町の町役場は高台の上にあるため無傷で、

復興業務に追われていた。 

 

 

 

 

・すぐ隣の塩竃市から高速道路に乗って東松島市

へ来た。塩竃市も東松島市もどこも津波の被害が 

ひどい。東松島市役所を出たのが６時前だった。 

 

 

 

 

 

 

 

・今日は仙台でＮ氏宅に寄って久しぶりでいろいろ話をしたりしたので少々遅くなった。 

被災地の惨状を見て回るというのは、肉体的だけでなく精神的にもものすごく疲れることを実感した。

もうクタクタだ。宿泊地・道の駅「上品の里」へ７時前にやっとたどり着いた。ここには日帰り温泉 

「ふたごの湯」があり、まず温泉に飛び込んだ。 

・ここは大きな道の駅がだ土曜日だからか車が満杯。野田とか練馬ナンバーの車もあるが、宮城や仙台

ナンバーの車がほとんどで、週末を利用して遊びに来ているのだろうか。 

ここだけ見ていると震災の影響があまり感じられない。 

 

明日はさらに三陸海岸を北上する、津波被害がどんどん大きくなるのだろうな！！ 

東松山市役所 


